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１ ソフトの起動と終了 

 

 

１-１ソフトの起動 

「XmlCharts.exe」をダブルクリックすると、標題の入力画面が表示されます。 

 

 
図 １-１-１ 

 
 

１-２ソフトの終了 

本ソフトを終了するには、「ファイル」⇒「終了」、またはウィンドウの右上の「×」ボタンをクリックします。 

 
図 １-２-１ 
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２ 基本操作 

 

 

２-１XMLの新規作成 

「ファイル」⇒「新規柱状図作成」、または画面左上の「新規作成」ボタンをクリックします。 

 

 
図 ２-１-１-1 

 

 

 
図 ２-１-２ 

 

 

 

DTDのバージョンを選択します。4.0 を作成する場合「柱状図 DTD4.0」を選択します。 

 

 
図 ２-１-３ 
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DTD4.00の標題画面が表示されます。 

 

 
図 ２-１-４ 
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２-２XMLファイルを開く 

「ファイル」→「開く」または画面左上の「開く」ボタンをクリックします。 

 

 
図 ２-２-１ 

 

 

 
図 ２-２-２ 

 

 

ファイル選択ダイアログが表示されますので、XMLファイルを選択します。 

 

 
図 ２-２-３ 
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各項目にデータが表示されます。 

 

 
図 ２-２-４ 
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２-３XMLファイルの保存 

「ファイル」→「上書き保存」または画面左上の「保存」ボタンをクリックします。 

「名前を付けて保存」を選択すると、別ファイルとして保存できます。 

 

 
図 ２-３-１ 

 

 

 
図 ２-３-２ 
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３プレビュー機能 

 

標題情報やコア情報に入力したデータをもとに、ボーリング柱状図を表示します。プレビュー上で、様式の変更・印刷など

が可能です。 

 

３-１プレビューを表示する 

画面左上の「プレビュー」ボタンをクリックします。 

 

 
図 ３-１-１ 

 

 

 

標題の「柱状図様式の種類」に入力されている様式で初期表示されます。 

 

 
図 ３-１-２ 
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３-２様式を変更する 

表示したい様式をドロップダウンから選択します。 

拡張された追加様式がある場合は、既定の様式の下にリストされます（下図の赤枠）。 

 

 
図 ３-２-１ 
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３-３試験結果の表示選択 

「表示データの選択」ボタンをクリックすると「データ選択ダイアログ」が表示されるので、表示したい試験を選びます。 

 

 
図 ３-３-１ 

 

 

試験の種類はレイアウトごとに異なります。 

 
様式 データ項目 

土質ボーリング柱状図（オールコア） 

その他原位置試験 

孔内載荷試験 

透水試験 

孔曲り 

土質ボーリング柱状図（標準貫入試験） なし 

岩盤ボーリング柱状図 

ルジオン 

その他原位置試験 

孔内載荷試験 

透水試験 

孔曲り 

地すべりボーリング柱状図（オールコア） 

地下水検層 

その他原位置試験 

孔曲り 

地すべりボーリング柱状図（標準貫入試験） 
その他原位置試験 

孔曲り 

表 ３-３-２ 
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３-４拡大縮小率を設定する 

印刷したい用紙の大きさに合うように柱状図の拡大または縮小を行います。 

初期時は A3の用紙に合うようになっています。 

 

拡大縮小率のアイコン をクリックします。拡大縮小率の設定ウィンドウが開きます。 

 

 
図 ３-４-１ 

 

 

プルダウンで拡大縮小率を選択、または％を直接変更し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 
図 ３-４-２ 

 

※例として、A4用紙で印刷したい場合、『A3→A4(70) 』を選択します。 

 

 

「印刷」→「プリンタ設定」の用紙サイズ設定で、用紙サイズを選択し、印刷してください。 

 

 
図 ３-４-３ 
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３-５印刷 

印刷のアイコン をクリックします。 
「印刷」の設定ウィンドウが開きます。 
 

 
図 ３-５-１ 

 

 

 

「印刷」ボタンを押すと印刷が開始します。 

 

各設定の説明は、「3-6複数図面を印刷する」に記載します。 
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３-６複数図面を印刷する 

複数図面印刷のアイコン をクリックします。 

「連続印刷」の設定ウィンドウが開きます。 

 

 
図 ３-６-１ 

 

 

1） プリンタを選択します 

PDFに出力したいときは PDF ドライバを指定してください（PDF ドライバの名称は「Adobe PDF」が一般的ですが、 

インストールされているアプリケーションなどによって異なります）。 

 

2） 柱状図の様式を指定します 

「自動」、「詳細」、「簡易」の３つの中から選択します。 

「詳細」を選択すると図 ３-６-２左図の様式、「簡易」を選択すると右図の様式で印刷されます。 

「自動」を選択すると、XMLの「柱状図様式の種類」の項目を読み込んで自動的に様式を割り当てます。 

自動で割り当てられる様式は土質柱状図(詳細)か岩盤柱状図（詳細）です。 

現バージョンでは「自動」を選択しても「詳細」を選択しても同じ結果になります。 

  

1) 

2) 

3) 

4) 

5) 

6) 

7) 

8) 
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詳細様式                                               簡易様式 

 
図 ３-６-２ 

 

 

3） ヘッダー文字 

柱状図の右上にファイル名を印字します 

 

 
図 ３-６-３ 

 

4） フッター文字 

柱状図の右下に文字を印字します。 

 

 
図 ３-６-４ 
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5） 背面文字 

図面のほぼ中央の位置に印字する文字です。フォントの指定ができます。 

柱状図の場合は N値のグラフの位置に印字されます。 

 

 
図 ３-６-５ 

 

6） XML ファイルパス 

指定したパス内の XMLファイルすべてを印刷します。 

 

7） 子フォルダも印刷対象にする 

指定した XMLファイルパスの子フォルダも検索して XMLファイルがあれば印刷します。 

 

8） 印刷 

連続印刷が開始されます。 
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３-７画面の拡大縮小・全体表示 

プレビュー画面を拡大または縮小する機能です。 

 

拡大表示 

拡大表示 のアイコンをクリックします。 

拡大したい箇所をクリックすると、クリックした箇所が拡大されます。 

また、拡大したい範囲を四角形で選択すると、その範囲が拡大表示されます。 

 

 
図 ３-７-１ 

 

 

縮小表示 

縮小表示 のアイコンをクリックします。 

縮小したい箇所をクリックすると、クリックした箇所が縮小されます。 

また、縮小したい範囲を四角形で囲むと、その四角形の大きさに対応した縮尺で縮小表示されます。 

 

 
図 ３-７-２ 
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全体表示 

全体表示 のアイコンをクリックします。 

表示の大きさがリセットされます。 

 

 
図 ３-７-３ 

 

 

３-８画像保存 

ボーリング柱状図を BMP形式で保存します。 

画像保存 のアイコンをクリックします。 

「名前を付けて保存」ダイアログが表示されるので、保存先と名前を設定し、保存します。 
 

３-９メタ保存 

ボーリング柱状図を EMF形式で保存します。 

メタ保存 のアイコンをクリックします。 

「名前を付けて保存」ダイアログが表示されるので、保存先と名前を設定し、保存します。 
 

３-１０DXF保存 

ボーリング柱状図を DXF形式で保存します。 
DXF保存 のアイコンをクリックします。 

「名前を付けて保存」ダイアログが表示されるので、保存先と名前を設定し、保存します。 
 

３-１１メタコピー 

ボーリング柱状図を EMF画像としてコピーします。 

メタコピー のアイコンをクリックします。 

クリップボードにコピーされます。 
 

３-１２ビットマップコピー 

ボーリング柱状図を BMP画像としてコピーします。 

ビットマップコピー のアイコンをクリックします。 

クリップボードにコピーされます。 
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４柱状図データ入力方法 

 

 

４-１カーソルの移動方向を変える 

コア情報の入力時は、カーソルの移動方向を設定できます。 

画面上の「移動方向下」ボタン をクリックすると、セルのカーソル移動が下になります。 

画面上の「移動方向右」ボタン をクリックすると、セルのカーソル移動が右になります。 

いつでも任意のタイミングで動きを切り替えることができます。 

 

 

４-２ドロップダウン項目の入力 

ドロップダウンは「コード,名称」という形式になっていますが、XMLに保存されるのはコードの部分だけです。 

キーボードで入力するときは、コードだけを入力すると、文字全体が表示されます。 

 

1 標題画面のドロップダウン 

矢印ボタンを押すとコードと名称が表示されます。クリックで選択できます。 

    
図 ４-２-１ 

 

コードだけを入力すると文字全体が表示されます。 

 
図 ４-２-２ 

 

2 コア情報画面のドロップダウン 

ドロップダウンを表示するには、以下の方法があります。 

・ コードを入力する。 

・ ダブルクリックする。 

・ 「F2」キーを押す。 

 
図 ４-２-３ 
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４-３標題画面での右クリックメニュー 

右クリックメニューで「編集対象とする」のチェックをはずすと、入力欄がグレーに変わり編集不可になります。 

Enterキーを押した後はその欄をスキップします。 

 

 
図 ４-３-１ 

 

 

 

 
図 ４-３-２ 
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４-４コア情報画面での右クリニックメニュー 

表の上で右クリックするとポップアップメニューが表示されます。 

「行挿入」、「行削除」は現在選択されているセルの行に対して処理されます。 

すべての列を選択する必要はありません。また、どこの列でもかまいません。 

 

行挿入の操作例 

 

 
図 ４-４-１ 

 

 

 

 
図 ４-４-２ 
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５標題情報の入力 

 

 

５-１標題画面の入力例 

Ver2.00 の標題画面 

 
図 ５-１-１ 
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Ver2.01 の標題画面 

 
図 ５-１-２ 
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Ver2.10 の標題画面 

 
図 ５-１-３ 
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Ver3.00 の標題画面 

 
図 ５-１-４ 
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Ver4.00 の標題画面 

 
図 ５-１-５ 
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６コア情報の入力 

画面左のツリーの各名称をクリックすると、ボーリング交換用データの各様式の編集フォームが表示されます。マスターコ

ード表がある項目についてはドロップダウンが用意されています。 

 

６-１工学的地質区分名現場土質名の入力 

ドロップダウン項目の入力 

「岩石群」、「岩相」、「岩石」、「変成岩岩種」、「変成岩岩石」の各コードをドロップダウンから選択することができます。土コ

ードと岩盤コードは、JIS A 0205、JIS A 0206で定められているものをすべて網羅してあります。 

 

 
図 ６-１-１ 

 

互層の入力 

互層の場合、ひとつめは「深度」と「岩石群」コードを入力しますが、ふたつめ以降は「深度」と「岩石群」コードを入力しませ

ん。 

 

 
図 ６-１-２ 

 

複数の岩石群の入力 

同一の深度に複数の岩石群を入力することができます。ふたつめ以降の岩石群には深度を入力しません。 

 

 
図 ６-１-３ 
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６-２色調の入力 

ドロップダウン項目の入力 

Enter を押していくと、「下端深度」→「1」→「2」→「3」……「15」という順番で移動します。 

いちばん上の列が「XML」の列は、実際に XMLに保存される部分です。 

「1」～「15」のセルに入力すると、それらを結合した名称が「色調名」に自動的に入ります。 

 

 
図 ６-２-１ 

 

ドロップダウン 

「１」～「15」のセルにコードを入力すると、ドロップダウンが表示されます。該当する名称が選択されるので、Enter を押し

ます。 

 

 
図 ６-２-２ 

 

色調のコードは電子納品用要で定めるものではありません。本システム独自のコードです。 

 

「～」の入力 

「１」～「15」のセルに「-」を入力すると「色調名」には「～」として表示されます。 

 

 
図 ６-２-３ 
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改行 

空欄のセルにカーソルがあるときに Enter を押すと次の行に移動します。 

 

 
図 ６-２-４ 

 

 

 

 
図 ６-２-５ 
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６-３観察記事の入力 

ひとつの層の中で改行がある場合は、次の行には深度を入力せず「記事」のみを入力します。「¥n」を入力する必要はあ

りません。 

 

 
図 ６-３-１ 

 

 

６-４観察記事枠線の入力 

ボーリング柱状図において、観察記事欄を区分する枠線位置を下端深度で記入します。 

 

 
図 ６-４-１ 
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６-５標準貫入試験の入力 

100mmごとの打撃回数を入力すると、合計打撃回数が自動的に入ります。 

100mmごとの貫入量を入力すると、合計貫入量が自動的に入ります。 

 

 
図 ６-５-１ 

 

 

100mmごとのデータがないときは「合計」に直接入力します 

 

 
図 ６-５-２ 

 

  



【XMLChart】基本操作マニュアル 

 

 33 / 64  応用地質株式会社 

 

 

100mmごとの項目を非表示にしたいときはメニューの「様式」→「N値 100mm」をクリックしてオフにします。 

 

 
図 ６-５-３ 

 

 

 

 
図 ６-５-４ 
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６-６標準貫入試験詳細データの入力 

自動記録装置を用いて標準貫入試験の詳細データを取得した場合に記入します。 

 

 
図 ６-６-１ 

 

 

６-７相対密度稠度の入力 

ボーリング柱状図に含まれる相対密度・相対稠度情報を記入します。その他(99)を選んだ場合にはその状態を記入しま

す。 

 

 
図 ６-７-１ 

 

 

６-８試料採取の入力 

ボーリング孔を利用して実施した試料採取情報を記入します。複数の試験を実施した場合は、試験名に繰返し記入しま

す。「999 その他」を選択した場合には、採取方法を記入します。岩盤調査の場合、記入は不要です。 

 
図 ６-８-１ 
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試料採取の記号の設定 

試料採取入力画面で「試料採取の記号を設定」ボタンをクリックすると、記号設定画面が表示されます。 

この時、EXE と同じ場所に「試料採取の記号.csv」が作成されます。 

変更できるのは記号のみです。保存ボタンで更新します。 

 

 
図 ６-８-２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６-９地盤材料の工学的分類の入力 

地盤材料の工学的分類を記入します。本様式は粒度試験・液性限界試験等を実施し、地盤材料の工学的分類が可能な

場合にのみ記入します。 

 

 
図 ６-９-１ 
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６-１０地質時代の入力 

地質時代区分を記入します。地質時代が不明な場合は、コード「000000000」を記入します。 

 

 
図 ６-１０-１ 

 

 

６-１１孔内水位の入力 

ボーリング孔の孔内水位を記入します。「9 その他」を選択した場合は、詳細について文字で記入します。 

 
図 ６-１１-１ 
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６-１２削孔工程の入力 

ボーリングの削孔工程を記入します。 

 

 
図 ６-１２-１ 

 

 

６-１３孔径孔壁保護の入力 

ボーリングの孔径・孔壁保護を記入します。孔壁保護方法に「9 その他」 を選択した場合にはその内容を保護方法に文

字で記入します。 

 

 
図 ６-１３-１ 
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６-１４備考の入力 

深度ごとにタイトルと備考内容を記入します。 

 

 
図 ６-１４-１ 

 

 

６-１５フリー情報の入力 

必要に応じて、自由にフォーマットを定義し記入します。 

 

 
図 ６-１５-１ 
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６-１６各種試験計測‐ルジオン試験 

ボーリング柱状図に含まれるルジオン試験結果情報を記入します。 

 

 
図 ６-１６-１ 

 

 

６-１７各種試験計測‐ルジオン試験詳細データ 

ボーリング柱状図に含まれるルジオン試験詳細データを記入します。 

 

 
図 ６-１７-１ 

 

 

６-１８各種試験計測‐孔内載荷試験 

ボーリング孔を利用して実施した孔内載荷試験結果を記入します。「99 その他」を選択した場合には、試験方法の名称

を方法に記入します。 

 

 
図 ６-１８-１ 
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６-１９各種試験計測‐透水試験 

ボーリング孔を利用した透水試験結果を記入します。「99 その他」を選択した場合には、試験方法の名称を方法に記入

します。 

 

 
図 ６-１９-１ 

 

 

６-２０各種試験計測‐P 波試験 

ボーリング孔を利用して実施した弾性波速度検層結果を記入します。 

 

 
図 ６-２０-１ 

 

 

６-２１各種試験計測‐S 波試験 

ボーリング孔を利用して実施した弾性波速度検層結果を記入します。 

 

 
図 ６-２１-１ 
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６-２２各種試験計測‐その他原位置試験 

ボーリング孔を利用して実施したその他の原位置試験結果を記入します。 

 

 
図 ６-２２-１ 

 

 

孔曲りの編集フォームにデータが入力されている場合、孔曲り以外の試験と合わせて下記のように表示されます。 

 

 
図 ６-２２-２ 

 

 

６-２３各種試験計測‐保孔管 

保孔管の設置状況を記入します。 

 

 
図 ６-２３-１ 

 

 

６-２４各種試験計測‐計測機器 

ボーリング孔内に設置した計測機器を記入します。 

 

 
図 ６-２４-１ 
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６-２５各種試験計測‐トレーサーによる地下水流動層検層 

トレーサーによる地下水流動層検層を記入します。 

ここで記入した値は、次の記入項目６-２６「トレーサーによる地下水流動層検層詳細データ」で参照されます。 

 
図 ６-２５-１ 

 

６-２６各種試験計測‐トレーサーによる地下水流動層検層詳細データ 

トレーサーによる地下水流動層検層詳細データを記入します。 

薄い灰色の行と濃い灰色の行が交互に表示されます。 

濃い灰色の行が入力する行です。薄い灰色の行は入力できません。 

「地下水流動層検層番号」欄に記入した値が、６-２５「トレーサーによる地下水流動層検層」に登録されている場合は、ひと

つ上の薄い灰色の行に測定時間が表示されます。 

 
図 ６-２６-１ 

６-２７各種試験計測‐トレーサーによる地下水流動層検層判定結果 

トレーサーによる地下水流動層検層判定結果を記入します。 

 
図 ６-２７-１ 
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６-２８各種試験計測‐孔曲り 

孔曲りの試験結果を入力します。 

 試験深度はメートルとする 

 傾斜角は鉛直下方を 0 度、鉛直上方を 180 度とする。 

 方位角は真北から右回り(時計回り)の方位角度で記入する。 

 北は 0 度、南は 180 度とする。 

 角度・方位ともに単位は度とする。 

 角度・方位ともに小数点以下の桁数はユーザーが自由に決めて良い。 

 

 

 
図 ６-２８-１ 

 

 

６-２９岩盤-硬軟区分 

ボーリング柱状図に含まれる硬軟区分情報を記入します。 

 

 
図 ６-２９-１ 

 

 

６-３０岩盤-ボーリングコアの形状区分 

ボーリング柱状図に含まれるボーリングコアの形状区分を記入します。 
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図 ６-３０-１ 
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６-３１岩盤-割れ目の状態区分 

ボーリング柱状図に含まれる割れ目の状態区分を記入します。 

 

 
図 ６-３１-１ 

 

 

６-３２岩盤-風化の程度区分 

ボーリング柱状図に含まれる風化の程度区分を記入します。 

 

 
図 ６-３２-１ 

 

 

６-３３岩盤-熱水変質の程度区分 

ボーリング柱状図に含まれる熱水変質の程度区分を記入します。 

 

 
図 ６-３３-１ 
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６-３４岩盤-破砕度 

ボーリング柱状図に含まれる破砕度を記入します。 

 

 
図 ６-３４-１ 

 

 

６-３５岩盤-地層岩体区分 

対応する地層・岩体区分を記入します。 

 

 
図 ６-３５-１ 

 

 

６-３６岩盤-削孔速度 

ボーリングの削孔速度を記入します。削孔速度は、1 削孔ごとの削孔区間長と実所要時間より求め記入するもので削孔

に要する他の工程は含みません。 

 

 
図 ６-３６-１ 
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６-３７岩盤-コアチューブビット 

使用したコアチューブの種類とビットの種類を記入します。 

 

 
図 ６-３７-１ 

 

 

６-３８岩盤-給圧条件 

ボーリングの給圧条件を記入します。 

 

 
図 ６-３８-１ 

 

 

６-３９岩盤-回転数 

ボーリングの回転数情報を記入します。 

 

 
図 ６-３９-１ 
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６-４０岩盤-送水条件 

ボーリングの送水条件を記入します。「9 その他」を選択した場合には送水種類に文字で記入します。 

 

 
図 ６-４０-１ 

 

 

６-４１岩盤-断層破砕帯区分 

断層破砕帯の性状を記入します。 

 

 
図 ６-４１-１ 

 

 

６-４２岩盤-コア採取率 

コア採取率を記入します。 

 

 
図 ６-４２-１ 
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６-４３岩盤-最大コア長 

最大コア長を記入します。 

 

 
図 ６-４３-１ 

 

 

 

６-４４岩盤-RQD 

RQD を記入します。 

RQD=(10cm 以上のコアの総長×100%)/1 削孔長 

 

 
図 ６-４４-１ 
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６-４５岩盤-コア質量 

コア質量を記入します。 

 

 
図 ６-４５-１ 

 

６-４６岩盤-岩級区分 

岩級区分を記入します。 

 

 
図 ６-４６-１ 

 

 

６-４７岩盤-各種判定表-硬軟区分判定表 

硬軟区分判定表を記入します。 

 

 
図 ６-４７-１ 
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６-４８岩盤-各種判定表-ボーリングコアの形状区分判定表 

ボーリングコアの形状区分判定表を記入します。 

 

 
図 ６-４８-１ 

 

 

６-４９岩盤-各種判定表-割れ目の状態区分判定表 

割れ目の状態区分判定表を記入します。 

 

 
図 ６-４９-１ 

 

 

６-５０岩盤-各種判定表-風化の程度区分判定表 

風化の程度区分判定表を記入します。 

 

 
図 ６-５０-１ 
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６-５１岩盤-各種判定表-熱水変質の程度区分判定表 

熱水変質の程度区分判定表を記入します。 

 

 
図 ６-５１-１ 

 

 

６-５２岩盤-各種判定表-破砕度判定表 

破砕度判定表を記入します。１行目は項目名です。 

 

 
図 ６-５２-１ 

 

 

６-５３岩盤-各種判定表-岩級区分判定表 

岩級区分判定表を記入します。１行目は項目名です。 

 

 
図 ６-５３-１ 
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７Ca／Pdcから XMLへ変換 

Caファイルまたは Pdc ファイルを XMLファイルへ変換します。または、XML ファイルから Caファイルへ変換します。 

 

７-１Ca から XMLへ変換 

前提条件 

CAのフォルダ構造が用意されていることが前提条件となります。 

 
図 ７-１-１ 

 

 

Ca を読み込む 

メニューの「ファイル」から「Ca/Pdc」を選択します。 

 

 
図 ７-１-２ 

 

  

プログラムで使用するマスタを格納

CAファイルを格納

変換したxmlファイルを格納

boring_○○○

core

xml

Master

B-1
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① ファイル形式で「Ca」を選択します。 

② 読み込む Caファイルの座標系をドロップダウンリストから選択します。 

③  「CA ファイルを選択」の参照ボタンをクリックするとファイル選択ダイアログが表示されるので、CA ファイルを選択し

ます。 

④  「開く」ボタンを押下すると、読み込みが開始されます。 

⑤ プログラム終了後は、実行ファイルが置いてあるフォルダにエラーを記録した「Log.txt」というログファイルが出力され

ます。 

 

 
図 ７-１-３ 

 

出力例 

 

 
図 ７-１-４ 出力例 
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図 ７-１-５ 出力例 

 

 

 
図 ７-１-６ 出力例 
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７-２XMLから Ca へ変換 

CA を書き込む 

メニューの「ファイル」から「Ca/Pdc を開く」を選択します。 

 

 
図 ７-２-１ 

 

 

① ファイル形式で「Ca」を選択します。 

② 保存する Ca ファイルの座標系をコンボボックスから選択します。 

③ ファイル選択ダイアログが表示されるので、保存先 Ca ファイルを選択します。 

④  「保存」ボタンをクリックすると、書き込みが開始されます。 

⑤ プログラム終了後は、実行ファイルが置いてあるフォルダにエラーを記録した「Log.txt」というログファイルが出力され

ます。 

 

 
図 ７-２-２ 
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７-３Pdc から XMLへ変換 

Pdc を読み込む 

メニューの「ファイル」から「Ca/Pdc」を選択します。 

 

 
図 ７-３-１ 

 

① ファイル形式で「Pdc」を選択します。 

② 読み込む PDC ファイルの座標系をドロップダウンリストから選択します。 

③ ファイル選択ダイアログが表示されるので、PDCの csv ファイルを選択します。 

④ ファイル選択ダイアログが表示されるので、PDCの座標ファイルの csv を選択します。 

⑤ 「開く」ボタンを押下すると、読み込みが開始されます。 

 

 
図 ７-３-２ 
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出力例 

 
図 ７-３-３ 出力例 

 

 
図 ７-３-４ 出力例 
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図 ７-３-５ 出力例 

 

 
図 ７-３-６ 出力例 

 

※PDCのシルト分のデータは原位置試験に入る仕様になっています。 

 

  



【XMLChart】基本操作マニュアル 

 

 60 / 64  応用地質株式会社 

 

 

８旧様式の XMLファイルを DTD4.0の様式に変換する 

DTD4.0以前のバージョンの XMLを、DTD4.0に変換します。 

 

８-１XMLバージョンアップ 

メニューの「ファイル」から「XMLバージョンアップ」を選択します。 

 
図 ８-１-１ 

 

「XML ファイルバージョンアップ変換」画面が表示されます。 

 
図 ８-１-２ 

 

入力フォルダの「…」ボタンを押して、変換したいファイルのフォルダを選択します。 

 
図 ８-１-３ 

 

※指定したフォルダの下の階層もすべて変換対象となります。 
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入力フォルダにディレクトリパスが表示されます（直接編集可能） 

 
図 ８-１-４ 

 

 

次に出力フォルダの「…」ボタンを押して、変換後のファイルの保存フォルダを選択します。 

 
図 ８-１-５ 

 

 

入力フォルダと出力フォルダを選択したら、「XMLファイルを DTD4.0へ変換」ボタンをクリックします。 

 
図 ８-１-６ 
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ログメッセージが表示されます。ログメッセージに「終了」と出たら処理完了です。 

 
図 ８-１-７ 

 

 

出力フォルダには以下のファイルが作られています。 

 
図 ８-１-８ 

 

・○○○.XML ←変換された XMLファイル 

・BED0400.DTD ←4.0の DTD ファイル 

・XMLVersionup.log ←変換のログ 
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９テンプレートを使用する 

同じ内容を何回も入力する場合、テンプレートを使うと便利です。 

 

９-１テンプレートとして保存 

新規作成状態から、入力内容が重複するような部分を入力します。 

 

 
図 ９-１-１ 

 

 

メニューの「ファイル」から「テンプレートとして保存」を選択します。 

 

 
図 ９-１-２ 
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「名前を付けて保存」ダイアログが表示されます。デフォルトのフォルダは exe ファイルのあるフォルダの直下の

Templatesフォルダになります。 

テンプレートにわかりやすい名前をつけて保存します。テンプレートファイルの拡張子は tplです。 

 

 
図 ９-１-３ 

 

 

９-２テンプレートを開く 

テンプレートを使用する時は、メニューの「ファイル」から「テンプレートを開く」を選択します。 

 

 
図 ９-２-１ 
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